
 

 

令和５年５月１１日 

連盟役員・各支部理事 様 

 

 

松戸市剣道連盟 

会長 染谷 光寛 

（公印省略） 

 

三市合同審査会（初～三段・流山市）の開催について 

 

みだしのことについて、新型コロナウイルス感染症法上の５類への見直しに基づき、

流山市剣道連盟が主管して下記により実施されます。 

各支部にあっては、マスク等の取り扱いの変更や入館者確認は不要となりますが、安 

全管理上、入館制限があるなど「審査会実施にあたっての注意事項」を会員に周知せら

れ受審申込み手続きをお願いいたします。 

 

記 
 

１ 日 時 

令和５年７月９日（日） 

 

【初    段】 受付  午前 ８時４５分～９時（時間厳守） 

午前 ９時３０分 開会 

 

  【二段・三段】 受付  午前１１時００分（初段終了後に開会します） 

 

２ 場 所 「キッコーマンアリーナ（流山市民総合体育館）」 

    流山市野々下１－２９－４ ℡04-7159-1212 

       交通 つくばエクスプレスセントラルパーク駅下車 徒歩５分 

注 駐車スペースがありませんので、受審者は電車・バスをご利用願います。 

 

３ 審査内容 

   初段・二段・三段 

 

４ 申込み方法・締切期日 

（１） 締切期日 

令和 5 年６月 5 日（月）（期日厳守） 

 ※ 原則として、締切期日以降の受付はいたしません。 

（２） 申込様式 

連盟所定の申込様式（松剣連ホームページのダウンロードの項目をクリック、

各種申込用紙からダウンロード）に記入・集計のうえ支部ごとに申込むこと。 

（３） 申込方法 

    ※①～②のいずれかの方法で申し込みをお願いします。 

 ①ＦＡＸ 

審査担当 山室自宅 047-391-3084（非通知解除で送信をお願いします） 

※送信票に、支部名、申込担当者名、連絡先を明記してください。 



 

 

    ②Ｅメール 

ac2ct3@bma.biglobe.ne.jp 

メール題名：初～三段審査（流山）申し込み 

メール本文：支部名、申込担当者名、連絡先を記載し、申込様式 

の写真又はＰＤＦデータを添付してください。 

 

※審査料は、事前に配布している赤い「松戸市剣道連盟振込取扱票」の通信

欄に細かく内容を記載し振り込むか、下記口座または銀行振り込みで納入し

てください。また、必ず電話もしくはショートメールにてご連絡をお願いい

たします。 

（審査担当 山室携帯 090-6036-4099） 

（振込先口座） 郵便貯金 10530－33580741 松戸市剣道連盟 

他行からの振込みは 

ゆうちょ銀行 

支店名「〇五八 支店（漢数字のゼロ ゴ ハチ）」 

（店番号：058） 

口座種別「普通」 

口座番号「3358074」 

口座名義「松戸市剣道連盟」 

 

５ 審 査 料 

  初段 4，000円  二段 5，000円  三段 6，000円 

(申込みと同時に納入し、以後返金はいたしません。) 

 

６ 審査科目 

  （１）実技（初段は切り返し相互１回を加え実施）  

（２）剣道形（初段―３本 二段―５本 三段―７本） 

  （３）学科（学科問題の解答方法をよく確認し、記入方法は、それぞれ１行目に番

号と問題を書き、次の行から解答を記入すること、「解答用紙を不提出の場合」

は失格、「問題を間違えた場合」は不合格となりますのでご注意ください。 

（剣道形、学科の不合格者は一年以内に限り一回再受審ができる）   

 

７ 審査資格 

 （１）松戸市剣道連盟の支部会員であること。 

（２）初段 令和５年４月３０日以前に１級を受有し、 

令和５年７月 ９日時点で満 13歳以上であること 

（３）二段 令和４年７月３１日以前に初段を受有した者 

（４）三段 令和３年７月３１日以前に二段を受有した者  

 

８ 登 録 料 

  初段 5，000円 二段 7，000円 三段 9，000円（合格時点で納入） 
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９ その他（※特に注意） 

（１）初段、二段、三段の受審者のうち『一級・前段を松戸市剣道連盟以外で申請、 

取得した者』は、一級及び前段の証書の写しを必ず添付すること。 

（２）記載は必ず黒色ボールペンを使用して、わかりやすく正確に記入すること。 

（３）前段の取得場所を必ず記入のこと。特に県外の者は詳しく記入すること。 

（４）全剣連登録番号を必ず記入のこと。わからない場合は全剣連ホームページから 

 検索することができます。 

   番号がわかります。 

（５）各支部でまとめて申し込むこと（個人申込は受け付けいたしません） 

（６）申込書へ記入する年齢は、審査会当日の年齢です。 

（７）新型コロナウイルス感染症法の５類への見直しがなされましたが、安全管理上、

会場の入場制限が実施されます。入場できるのは、受審者、審査員、審査会役

員及び引率責任者１名となります。「審査会実施にあたっての注意事項」を熟

読の上、引率責任者入館証が必要な申込支部（学校）は、申込時点で必ず審査

担当に申し出ください。後日、別途入館証を送付します。 

（８）審査会当日、引率責任者は入館者確認票の提出を要することとなりますので、

同票の持参を忘れぬよう徹底をお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

松戸市剣道連盟審査担当 

山室  武 電話/Fax 047-391-3084 

                            携帯   090-6036-4099 

                                                        携帯メールアドレス 

                                        y-take-.-@softbank.ne.jp 
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令和５年 7 月９日実施  三市合同審査会 

剣道初段・二段・三段審査会学科問題 

 

 

初段  １ 剣道を始めた動機について述べなさい。 

 

     ２ 打突の好機について述べなさい。 

 

     ３ 日本剣道形を実施するときの「足さばき」で気をつけることを書きなさい。 

 

二段  １ 剣道修業の目的と心構えについて述べなさい。 

 

２ 切り返しの必要性について述べなさい。 

 

３ 日本剣道形修錬の必要性について述べなさい。 

 

三段  １ 剣道で養われる身体面・精神面について書きなさい。 

 

２ 剣道の三殺法について説明しなさい。 

 

３ 剣道における手の内の冴えについて述べなさい。 

 

 

※ 解答は指定の解答用紙に各段位共３問、（一財）千葉県剣道連盟発行の「剣道学科（初

段～五段）審査の問題と解答例」からの出題です。解答調製の上、当日必ず持参する

ようご配慮ください。学科の記入方法は、それぞれ１行目に番号と問題を書き、次の

行から解答を記入してください。提出は実技審査合格発表後、「受審段位」「受審番号」

「氏名」等の記入を確認し、解答用紙を三つ折にして提出ください。封筒は必要あり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

受審者各位 

流山市剣道連盟 

 

審査会実施にあたっての注意事項 

 

審査当日は新型コロナウイルス感染症対策として、以下の事項を充分注意願います。 

 

① 本審査会には、審査員、審査会役員、受審者及び申し込み団体の引率責任者 1 名(事前

に登録した者)のみ会場に入場できるものとします。見学者、付き添い等の入場は一切

できません。 

② 入館者確認は不要とします。健康管理には十分注意し、審査会当日の検温は自宅で行っ

てください。発熱等の症状のある場合は受審を控えてください。 

③ 実技審査においては、剣道用シールドを使用してください（マウスのみ・一体型は問い

ませんが、アイガードのみは不可とします)。面マスクとの併用は任意とします。（下記

参考を参照のこと） 

④ 実技審査終了後、直ちに実技合格発表を行います。実技不合格者は速やかに退館してく

ださい。 

⑤ 日本剣道形・学科審査終了後、直ちに合格発表を行いますので、合格者は登録手続き(登

録料納付)を行い、日本剣道形不合格者は再審査申込書を受領し、速やかに退館してく

ださい。 

⑥ 館内の下駄箱は利用できませんので、各自靴袋を持参してください。 

 

参考 全日本剣道連盟ホームページより 

「面マスクの着用について」 公益財団法人全日本剣道連盟（以下「全剣連」と

いう。）においても政府の方針及び全剣連による調査に基づき、令和３年８月

４日付「対人稽古に関する感染予防ガイドライン」にかかわらず、令和５年３

月 13 日以降、剣道における面マスクの着用は、個人の判断に委ねることといた

します。しかしながら、剣道は新型コロナウイルス感染症の感染原因となる飛

沫を発する武道ということに鑑み、以下の諸点に留意して稽古をしていただく

ようお願いします。 

１ .面マスクを着用しない場合は、口の部分を覆うシールドの着用をお願い

します。全剣連はシールドの飛沫防止能力について、再度科学的調査を実施

しました。シールドは多くの種類が販売されていますが、全剣連の行った調

査によれば、大きな飛沫（5μ以上）については各シールドとも一定の効果が

ありました。しかし、小さな飛沫（0.5μ以上）については各シールド間で飛

沫防止能力に差があり、シールドの形状によっては、ほとんど防止能力がな

いものもありました。 

ただし、全剣連の調査では、シールドの下部の隙間をスポンジ状のもので塞

ぐと、飛沫飛散の防止に大きな効果を得ることができました。ぜひ参考にし

てください。 

 

（連絡先） 〒270-0101流山市東深井 885-84 矢幡哲夫 

      携帯 090-2721-3045 メールアドレス ryukenrenjimujkyoku@gmail.com 

 

 

 


